
会員事業所の皆様へ 

各事業所での節電対策と地元商店等利用のお願い 
 

小 千 谷 商 工 会 議 所 
 
  東日本大震災で被災されました方々に、心からお見舞い申し上げます。 
会員事業所の皆様におかれましては、すでに節電対策に取り組まれていることと存じますが、電力不

足の解消に向けて、あらためて以下の「節電対策メニュー」を参考にしていただき、従前にも増して節電

への取り組みを進めていただきますようお願い申し上げます。 
また、この大震災は小千谷地域にも大きな影響を及ぼしており、特に観光・飲食業界では歓送迎会

や懇親会等の宴席のキャンセルが相次いでいます。さらに小売店などの利用が減少し、消費も低迷し

ております。 
被災地の惨状を考えると、買い控えや会合等の自粛は止むを得ない感もありますが、このために地

域経済の景気悪化が大変懸念されております。小千谷商工会議所としましては、地元経済が活性化

することが被災地支援の源にもなりますことから、商店や飲食店のご利用を会員各位、市民の皆様に

特段のご理解を宜しくお願い申し上げます。 
なお、経済界にとっても影響の大きい「計画停電」の縮小に向けて、今後とも、新潟県・小千谷市と

連携し、さらには東北電力と協力をしながら、電力使用のピーク時における節電対策等に取り組んでま

いりますので、重ねてご支援とご協力をお願い申し上げます。 

《節電対策メニュー》 
１．エアコンの設定温度を下げる。エアコンを止める。 
２．身の回りの余分な照明を消す。 
３．消費電力がピークとなる８時~１１時頃、１８時~２１時頃の使用を控える。 
４．コタツや電気カーペットの設定温度を下げる。 
５．洗濯物をまとめ洗いにする。 
６．使わないときは電気ポットやパソコン、テレビの電源を切る。プラグを抜く。 
７．冷蔵庫に詰め込みすぎない。温度設定を弱める。 
８．電気便座や乾燥機は極力使わない。 
 

ピークカット１５％大作戦にご協力ください 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
第１回目  平成２３年４月１３日（水） 午後５時～午後７時 

 
第２回目  平成２３年４月２７日（水） 午後６時～午後８時 

 

新潟県では、東北電力㈱と協力して、「計画停電」の突然の実施を避けるため、最大限の
努力をしています。このための「節電ピークカット１５％大作戦」をトライアル実施し、そ
の結果を分析して夏季における計画停電を避ける取り組みにつなげていきたいと考えてい
ます。実施日・時間は下記のとおりです。省エネに最大限心がけていただき、可能な取り

組みにご協力いただけますようお願いいたします。 
 詳しくは：新潟県産業労働観光部産業振興課 新エネルギー資源開発室 
          ℡：０２５－２８０－５２５７  FAX：０２５－２８０－５５０８ 



「ピークカット１５％大作戦・トライアル」の内容 

 

新潟県庁及び新潟市役所では、東北地方太平洋沖地震の発生以来、電力消費量をできるだけ抑

えるため、計画的な節電を実施しています。これによる節電効果は、新潟県庁で約 31％、新潟

市役所で約 30％に上っています。 

「ピークカット 15％大作戦・トライアル」は、時間帯を定め、県民・産業界の皆様にご協力を

いただき、計画的に節電を行うことによりその効果を検証するものです。 

具体的には、次のような取組について、最大限のご協力をお願いします。 

 

この取組は、任意でのご協力をお願いするものであり、参加を強制するものではありません。 

また、病院・社会福祉施設、公共交通機関等の各機関に対し、操業や営業の自粛を求めるもので

はありません。省エネに最大限心がけていただき、可能な取組にご協力いただけますようお願い

します。 

 

（１）工場・事業所・オフィスにおける取組（例） 

①トライアルの時間帯には、工場・事業所・オフィスの操業を行わない。 

②操業を行う場合には、工場の操業ラインの一部を停止する。または稼働率を一時的に下げる。 

③エレベーターの稼働を一部停止する。 

④不要な照明は消灯し、必要最小限にする。 

⑤暖房（冷房）の設定温度を1度下げる（上げる）。等 

 

（２）店舗等における取組（例） 

①トライアルの時間帯には、店舗等の営業を行わない。 

②営業を行う場合には、エレベーターの一部停止や看板やネオンサインの消灯など必要最小限の

照明点灯とし、最大限の省エネを心がける。 

③暖房（冷房）の設定温度を1度下げる（上げる）。等 

 

（3）自家発電への切り替え 

新潟県庁では、トライアルの時間帯に、電力を自家発電に切り替えます。 

自家発電装置をお持ちの方は、緊急時に備えた試運転を兼ねて、トライアルの時間帯における自

家発電への切り替えにご協力ください。 

 

（4）街灯・ネオンサイン等の消灯 

街灯の点灯割合を減らして省エネを心がけることや、看板・ネオンサイン等の消灯について、ご

協力をお願いします。 

 

（5）大規模な夜間照明の自粛 

クラブ活動等の実施に伴うグラウンド照明など、いわゆる夜間照明の点灯は最大限お控えくださ

い。 


